
皿の
協
議
難
航

決
、わ
だ
か
ま
り
響
く

凡
る
。

胴う
Ｇ

則源
を

「つ
な

‐
そ
の

電気
料

ゐ
「再

課金
」

エ
ネ
の

使
わ
れ

期
間
が

浮
い
た

だ
、
雨鞄

の
割
合

節
％
、

Ｇ
Ｘ
債

は
、
今

つ
て
は

と
に
な

　　　　　　　　　　　　　
て か で 末 ら ま ら 上終 機 審 ら難

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
急
激
な
円
安
の
影
響
に
よ
る

物
価
高
騰
が
景
気
に
影
を
落
と

し
て
お
り
、
今
年
の
協
議
は
開

始
直
後
か
ら
引
き
上
げ
が
必
要

だ
と
の
認
識
を
労
使
が
共
有
。

２５
日
の
会
合
で
決
着
す
る
と
の

ち
越
さ
れ
た
。
物
価
高
を
踏
ま

え
た
引
き
上
げ
を
求
め
る
労
働

側
と
、
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
を

納
入
価
格
へ転
嫁
し
切
れ
ず
に

収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
経
営

側
の
主
張
が
平
行
線
を
た
ど
っ

た
。昨

年
は
、
首
相
官
邸
の
意
向

で
「大
幅
引
き
上
げ
あ
り
き
」

で
議
論
が
進
ん
だ
。
労
使
の
意

に
持
ち
込
ま
れ
、
「政
府
の
意

向
だ
と
し
て
も
、
過
去
最
高
の

ア
ッ
プ
額
と
す
る
の
は
中
小
企

業
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
な
ど
と
し
て
経
営
側
委
員

２
人
が
反
対
し
た
。

政
治
介
入
を
警
戒
す
る
労
働

側
も
「採
決
と
い
う
異
例
の
事

態
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
」、
（連
合
の
芳
野
友
子
会

る
。

　

こ
う
し
た
三
阻恨
」．が
今
年

の
協
議
に
影
響
し
た
。
労
使
の

間
に
立
っ
て
行
司
役
と
し
て
議

論
に
参
加
す
る
公
益
委
員
は
前

回
会
合
で
、
「ど
う
い
う
考
え

方
で
金
額
を
導
き
出
す
か
、
再

だ
」
と
と
り
ゎ

こ
れ
を
労
牌

引
き
上
げ
額
ｍ

め
て
丁
寧
に

方
針
を
確
認
。

水
面
下
で
調

る
。

６
月
末

７
万
ゾ

昨
年
に

な
い
適

以
下
）

２２
年
産

…に
よ
る

で
は
米

Ｙか
ね
な

後
も
生

一視
し
て

よ
り
２２
年
産
主
食
用
米
の
生
産

量
は
２３
万
ゾ
減
少
す
る
見
込

み
。
都
道
府
県
ご
と
の
動
向
を

見
る
と
、
４
月
末
時
点
で
主
食

用
米
の
作
付
面
積
が
「前
年
並

み
」
と
回
答
し
て
い
た
岐
阜
、

兵
庫
、
奈
良
の
３
県
が
、
６
月

末
時
点
で
「
（前
年
と
比
べ
）

減
少
」
に
転
じ
た
。

も
っ
と
も
作
物
別
で
は
、
主

食
用
米
に
再
転
換
し
や
す
い
飼

料
用
米
へ
の
転
作
面
積
が
前
年

よ
り
拡
大
し
た
の
は
４２
県
か
ら

４５
県
に
増
加
。
こ
れ
と
は
逆

酔
跳
本
県
作
付
け
意
向
発
表

減
少
傾
向
２３
市
町
村
に
増

に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
で
世
界
的
に
価
格

が
高
騰
し
た
麦
は
、
転
作
面
積

が
前
年
か
ら
縮
小
し
た
都
道
府

県
が
１１
府
県
か
ら
１３
府
県
に
増

東
北
農
政
局
は
２７
日
、
２
０

２
２
年
産
主
食
用
米
の
作
付
け

意
向
（６
月
末
時
点
）
を
発
表

し
た
。
県
内
４０
市
町
村
の
地
域

農
業
再
生
協
議
会
別
の
意
向
を

６
月
発
表
（４
月
末
時
点
）
と

え
た
。

２

　

２
年
産
米
の
需
要
量
は
初
め

て
７
０
０
万
ゾ
を
割
り
込
む
見

通
し
で
、
毎
年
１０
万
ゾ
ず
つ
減

少
す
る
傾
向
が
な
お
続
く
。

備
蓄
米
は
２７
市
町
村
で
減
少

傾
向
と
な
っ
た
。

同
局
県
拠
点
は
今
回
の
作
付

け
意
向
に
つ
い
て
「生
産
者
や

短
命
県
返
上
へ
相
互
協
力

　

鶏
鎚
殺
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
普
及
推
進

Ｑ連携断定」獅総縄馨

　　　　　　　　　　　　　　

！－－．＼－－、

　　

．

　　　　　　　　

し、

青
森
放
送
と
弘
前
大
学
は
２７

日
、
「い
の
ち
を
守
る
連
携
協

定
」
を
青
森
市
で
締
結
し
、
短

命
県
返
上
に
向
け
て
相
互
に
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

は
２７

　

た
。

携
協

　

弘
前
大
は
岩
木
健
康
増
進
プ

、
短

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
や
産
学
官
民

に
協
連
携
に
よ
る
健
康
づ
く
り
な
ど

認
し

　

Ｃ
ｏ
ｌ
研
究
推
進
機
構
の
取
リ

　　
　　　
　

財

ヨ

ド

」

　　　

嚢
放
送
と弘

健

三
参
一

　　　　　

　　

　

歴

ｉ
Ｈ

ー

　

］
１

瀞

瑠獅
言
連
携
協
定
」

　　　

［
ド
Ｈ
Ｈ
打
”際
一国
剥
離
Ｌ属
姪
耳

の
締
結
式

　

　　　　　　　　　　　

　

　
　獅．

」
ー

定　１

　　

． 　　　　　

↑

り
、
青
森
放
送

　　
　

ーー
ン
を
展
開
し

言謙
譲

　　　　　　　

‐
健
診
）
を
県
内

に
浸
透
さ
せ
、
県
民
の
健
康
寿

命
延
伸
を
目
指
す
の
が
狙
い
。

協
定
締
結
式
に
は
青
森
放
送

の
山
本
恒
大
社
長
と
弘
前
大
の

福
田
真
作
学
長
、
中
路
重
之
学

長
特
別
補
佐
が
出
席
。
協
定
書

に
署
名
を
し
た
後
、
福
田
学
長

は
「啓
発
型
健
診
を
は
じ
め
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
県
内

全
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
と
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
、

中
路
学
長
特
別
補
佐
も
「過
去

に
も
青
森
放
送
の
強
力
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
健
康
づ
く
り
の

転
作
に

　

４

　

５
県
に
増
加
。
こ

　

”“．こ，，…；；・｛～↓三三＊，鴛，．．ーに二ミ三
・二；＝；に
に””“－＊；…ニニニこご二」…；＊“；急

機
運
が
一
気
に
盛
り
上
が
っ
戸
市
）
両
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー

た
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　　

シ
ョ
ン
を
設
置
、
稼
働
さ
せ

　

山
本
社
長
は
「Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

た
。

の
普
及
と
健
康
教
育
の
強
化
が

　

本
県
、
岩
手
、
秋
田
、
長

短
命
県
返
上
に
つ
な
が
る
と
考
野
、
香
川
、
徳
島
、
愛
媛
、
高

え
て
い
る
。
機
運
醸
成
に
努
め
知
、
熊
本
、
沖
縄
の
１０
県
で
は

た
い
」
と
話
し
た
。
同
社
は
今
初
の
拠
点
開
設
と
な
る
。
商
品

後
、
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
で
Ｑ
Ｏ

　

を
手
渡
し
せ
ず
、
指
定
し
た
湯
・

Ｌ
健
診
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
所
に
置
い
て
お
く
・「置
き
配
指

上
げ
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
ほ
定
サ
ー
ビ
ス
」
も
利
用
で
き
る

か
、
社
員
の
健
診
受
診
も
促
し
よ
う
に
な
る
。

て
い
く
考
え
。

　　　　　　

同
社
は
、
拠
点
の
新
設
に
よ

　　　　　　

（今
井
珠
世
）

り
５
０
０
０
人
以
上
の
雇
用
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コ

　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

関
係
団
体
な
ど
が
主
食
用
米
な

ど
の
需
要
を
判
断
し
、
飼
料
用

米
な
ど
へ
の
転
換
を
進
め
た
結

果
」
と
み
て
い
る
。

農
林
水
産
省
が
同
日
発
表
し

た
全
国
の
主
食
用
米
の
作
付
け

意
向
は
、
前
年
実
績
よ
り
減
少

傾
向
が
４０
道
府
県
、
前
年
並
み

が
本
県
を
含
む
７
都
県
。
減
少

傾
向
の
減
少
幅
が
１
～
３
％
は

２２
府
県
、
３
～
５
％
は
１５
県
、

５
％
超
が
３
道
県
と
な
っ
て
い

る
。

　　　

（田
中
康
貴
）

酢
ー渓
～柵網
の
強
榊韮化
へ

本
すー県
に
脚拠
点
…新
…譜
Ｍ

　　　　　

ア
マ
ゾ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
大
手

ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
法
人
は
２７

日
、
今
年
１０
月
ま
で
に
全
国
１８

カ
所
に
宅
配
拠
点
「デ
リ
バ
リ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
す

る
と
発
表
し
た
。
現
在
の
国
内

約
３０
拠
点
か
ら
４５
拠
点
以
上

に
拡
大
し
、
自
社
の
物
流
網
を

強
化
。
北
海
道
を
除
く
全
国
の

都
市
部
を
中
心
に
注
文
翌
日

に
配
送
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

本
県
に
は
６
月
に
弘
前
（青
森

市
浪
岡
）
、
７
月
に
八
戸
（八

創
出
す
る
と
Ｌ

配
」
の
拡
大
【

向
上
や
ド
ラ
，

減
に
つ
な
が
－

る
。

立
民
・枝

新
型
コ

衆
参
両
院
－

主
党
の
枝
野
‐

無
所
属
の
北
－

議
員
と
、
防

る
自
民
党
の

員
が
新
型
コ

感
染
し
た
と

た
。

・
北
神
氏
は

渡
辺
、
岩
本

性
と
判
明
し

待
機
し
て
い

感
染
確
認
は

た
。ガ

ソ
リ

４
週
連
“

経
済
産
堂

た
レ
ギ
ュ
巧

油
所
店
頭
小

均
は
、

２５
口

り
前
週
比
１

４０
銭
だ
っ
わ

週
連
続
。
価

た
め
、
政
府

油
一窒
死リ
ム

助
金
は
ｌ
ｗ

で
、
価
格
前

銭
だ
っ
た
。

額
は
３９
円
ハ

上
げ
る
。

　

日
本
工
み

所
石
油
情
却

週
の
全
国
ｍ

と
予
想
。
ぱ

少
な
く
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
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